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次 号 予 告 （第 78 巻　第 5 号　2023 年 5 月号）
定価：2,970 円（本体 2,700 円＋税 10%）

特集◆術後 QOLを重視した　胃癌手術と再建法
〈総論〉
胃癌手術と術後 QOL についての患者報告型アウトカムを用いた近年の研究方法とその成果 
   名古屋大学消化器外科　小寺泰弘　　
胃癌術式と胃切除後障害   東京慈恵会医科大学臨床検査医学　中田浩二・他
永年の経験より代用胃への思いを語る   佐久市立国保浅間総合病院外科　池田正視・他
〈噴門側胃切除〉
噴門側胃切除術は本当に胃全摘術より優れた術式なのか 
   横浜市立大学附属市民総合医療センター消化器病センター外科　國崎主税・他
噴門側胃切除術後再建におけるパウチの役割 
   新潟県立がんセンター新潟病院消化器外科　會澤雅樹・他
腹腔鏡下噴門側胃切除術における double tract reconstruction の工夫：NI 法 
   金沢大学消化管外科学/乳腺外科学　辻　敏克・他
〈胃全摘〉
腹腔鏡下胃全摘術における空腸パウチ作製の手技とポイント 
   大阪府済生会野江病院消化器外科　太田秀一・他
胃全摘術後の再建法：ランダム化試験によるパウチ再建の検証―Aboral pouch 
   愛知県がんセンター消化器外科　伊藤友一　　
〈幽門側胃切除〉
小胃を残す幽門側胃切除術   がん研究会有明病院消化器センター胃外科　石田洋樹・他
幽門側胃切除術後の最適な再建方法とは   大阪医科薬科大学一般・消化器外科　今井義朗・他
QOL からみた幽門保存胃切除術のコツ   高知大学外科　並川　努・他
グルコース値からみた幽門側胃切除術後の再建法   京都府立医科大学消化器外科　窪田　健・他

そのほか，FOCUS，同心円状モデルで読み解く 新しい食道外科解剖，手術器具・手術材料―私
のこだわり，病院めぐり，など
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